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特集
進めよう健康づくり！　目指せ健康長寿世界一！

あなたの婚活応援します！　〜ながの出会い応援プロジェクト〜
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特
集

松
川
村
が
男
性
日
本
一
！

“
長
寿
”
の
評
判
高
い
長
野
県
。
厚
生
労
働
省
が
今
年
の
２

月
に
発
表
し
た
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
の
平
均
寿
命
で

は
い
よ
い
よ
長
野
県
が
男
女
と
も
に
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
春
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
」

（
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
）
の
中
で
、
20
年
後
の
次
の
世
代

に
引
き
継
ぎ
た
い
「
未
来
の
信
州
」
の
姿
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲

げ
て
い
る
の
が
「
健
康
長
寿
世
界
一
の
信
州
」。

県
民
一
人
ひ
と
り
が
長
寿
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
長
野
県
を

未
来
へ
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

男女とも長寿日本一となった長野県。その要因はさまざまな統計に表れています。

長寿のデータあれこれ

男女とも平均寿命
日本一を達成！

平
均
寿
命

男性
80.88年
（全国 79.59年）

女性
87.18年
（全国 86.35年）

男性は平成2年（1990年）から５回連続の1位。女性は初め
ての1位。同じ都道府県が男性と女性ともに１位になるのは、
昭和60年（1985年）の沖縄県以来です。

市町村別平均寿命
〈県内の上位10市町村（カッコ内は全国順位）〉 単位：年

男　性 女　性
松 川 村  82.2 （１位） 佐 久 市 88.0 （19位）
塩 尻 市 82.0 （４位） 大 桑 村 87.9 （24位）
池 田 町 81.9 （７位） 下諏訪町 87.9 （30位）
諏 訪 市 81.8 （10位） 筑 北 村 87.8 （35位）
高 森 町 81.8 （12位） 宮 田 村 87.8 （37位）
阿 智 村 81.8 （13位） 上 松 町 87.8 （38位）
伊 那 市 81.7 （14位） 安曇野市 87.8 （40位）
佐 久 市 81.7 （15位） 松 川 村 87.8 （41位）
筑 北 村 81.7 （17位） 大 町 市 87.8 （43位）
木 曽 町 81.6 （19位） 小布施町 87.7 （47位）

厚生労働省「平成22年市区町村別生命表の概況」

全
国
１
８
９
８
市
区
町
村
の
上
位
50
位
以
内
に
県
内

か
ら
男
性
で
19
市
町
村
、
女
性
で
12
市
町
村
が
。
中
で

も
松
川
村
は
男
性
の
平
均
寿
命
82
・
２
年
で
日
本一と
な

り
ま
し
た
。

大
正
９
年
生
ま
れ
の
曽
根
原
さ

ん
は
今
年
93
歳
。
毎
日
、
米
や
リ

ン
ゴ
、
野
菜
作
り
に
精
を
出
し
、

今
日
も
自
宅
か
ら
少
し
離
れ
た
田

ん
ぼ
や
畑
に
元
気
に
出
掛
け
ま
す
。

リ
ン
ゴ
は
農
協
に
出
荷
し
、
野
菜

も
自
家
用
だ
け
で
な
く
近
く
の
直

売
所
で
販
売
す
る
な
ど
農
家
と
し

て
も
現
役
。

長
寿
の
秘ひ

け
つ訣
は
「
若
い
頃
は
毎

日
忙
し
く
働
い
て
い
た
か
ら
、
そ

れ
が
健
康
で
い
る
の
に
役
立
っ
て

る
か
な
。
今
も
畑
仕
事
を
毎
日

や
っ
て
い
て
、
で
き
る
範
囲
で
体

を
動
か
し
て
い
る
の
も
い
い
の
か

も
し
れ
な
い
。」「
そ
れ
に
家
内
が

元
気
で
二
人
で
長
生
き
し
て
い
る

の
が
元
気
の
源
だ
。」
と
う
れ
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
た
曽
根
原
さ
ん
。

「
こ
こ
は
自
分
が
生
ま
れ
た
土

地
で
隣
近
所
も
み
ん
な
昔
か
ら
の

知
り
合
い
。
近
所
の
仲
間
と
一
緒

に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
か
い
ろ
い
ろ

や
る
の
が
生
き
が
い
だ
。」
と
目
を

輝
か
せ
ま
す
ま
す
意
気
盛
ん
で
す
。

進
め
よ
う
健
康
づ
く
り
！

目
指
せ
健
康
長
寿
世
界
一
！

長
生
き
の
ま
ち
や

　
む
ら
が
こ
ん
な
に
も･･･

男
性
の
長
寿
日
本
一
　
松
川
村
か
ら
レ
ポ
ー
ト

長寿の
秘密
は･･･

いよいよ県が
調査に着手！

　食生活などさまざまな理由が
週刊誌などで取り上げられ、注
目を集めている長野県の長寿。
　「長野県の長寿の要因は何か？」
その問いに答えを見つけるため、
本年度民間シンクタンクなどに
委託し、要因分析に着手。調査結
果を地域での健康づくりに役立
て、長野県の長寿にさらに磨き
をかけていきます。

曽根原 武信さん
（93歳）

松川村

元
気
で
い
き
い
き
働
い
て
い
ま
す
。

も
現
役
！

今

②【低い】肥満者の割合
肥満者の割合

（20～69歳男性）
長野県（順位） 全国

25.7％（40位） 31.1％
※平成18年～平成22年平均　厚生労働省「平成22年国民健康・栄養調査報告」

高血圧や動脈硬化の原因
になり、脳卒中や心臓病など
生活習慣病のもとになると
いわれる肥満。長野県は全国
と比べて男性の肥満者の割
合が低いのが特徴です。

④【盛ん】公民館活動
人口10万人当

たりの公民館数
長野県（順位） 全国
57.70館（２位） 11.49館

文部科学省「平成23年度社会教育調査（中間報告）」

長野県は公民館の活動が盛んなことも特徴です。
公民館の数は日本一の1236館。人口10万人当たり
の公民館数では全国第２位。公民館を中心に社会や
地域とつながりを持ち、年をとっても仲間と共に活
動することがプラスに働いていると考えられます。

③【高い】高齢者就業率
高齢者
就業率

長野県（順位） 全国
26.7％（1位） 20.4％

総務省「平成22年国勢調査」

長野県の高齢者就業率は日本一！ 長年培われて
きた経験を活かし、「生きがい」を持って働く。そんな
元気な高齢者の方が多いのも長寿につながってい
ると考えられます。

①【高い】野菜摂取量
長野県（順位） 全国

野菜摂取量
（1人1日当たり）

男 性 379グラム（1位） 301グラム
女 性 353グラム（1位） 285グラム

※平成18年～平成22年平均　厚生労働省「平成22年国民健康・栄養調査報告」

日本一の生産量を誇るレタスやセルリー（セ
ロリ）などの野菜。県内各地で古くから作られ
ている伝統野菜の数々。多種多様な野菜が作ら
れていて“旬”の野菜を食べる機会が多い長野
県はその摂取量が日本一！

野菜の中でも緑黄色野菜を食べる機会が多
いほど、多くのがんのリスクが下がるといわれ
ています。

［ 

全
国
で
上
位
50
位
以
内
と
な
っ
た
他
の
県
内
市
町
村 

］

●
男
性
：
軽
井
沢
町（
20
位
）、栄
村（
21
位
）、 

青
木
村（
27
位
）、

南
箕
輪
村
（
36
位
）、
根
羽
村
（
39
位
）、
売
木
村
（
42
位
）、

上
田
市
（
45
位
）、
東
御
市
（
48
位
）、
山
形
村
（
50
位
）

●
女
性
：
諏
訪
市
（
49
位
）、
千
曲
市
（
50
位
）
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厚生労働省「都道府県別生命表」

平
均
寿
命
の
全
国
順
位（
推
移
）
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2
方
針

3
方
針運

動
す
る
こ
と
は
心

筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
効

果
が
あ
り
、
健
康
づ
く

り
の
重
要
な
要
素
で
す
。

ま
た
、
運
動
を
続
け
て

筋
力
を
維
持
す
る
こ
と

は
寝
た
き
り
を
防
止
し
、

高
齢
者
が
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
につ
な
が

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ノルディックウオーキング

長
野
県
民
の
塩
分
摂
取
量
は
全
国
平
均
（
10・6
グ
ラ
ム
）

を
上
回
って
い
ま
す
。
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
高
血
圧
につ
な
が

り
、
高
血
圧
は
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
を
引
き
起
こ
す

大
き
な
要
因
に
な
り
ま
す
。

長
野
県
は
脳
血
管
疾
患
の
死
亡
率
が
全
国
よ
り
も
高
く
、

も
し
脳
血
管
疾
患
を
全
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
平
均
寿

命
が
男
性
で
1
・
17
年
、
女
性
で
1
・
26
年
延
び
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
厚
生
労
働
省「
平
成
22
年
都
道
府
県
別
生
命
表
」）

ま
た
、
脳
血
管
疾
患
は
後
遺
症
で
体
が
不
自
由
に
な
る
こ

と
も
。
自
立
し
た
日
常
生
活
を
続
け
る
た
め
に
も
、
も
う
ひ
と

工
夫
の
減
塩
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
長
生
き
」か
ら

「
健
康
で
長
生
き
」へ

日
本
一
の
「
長
生
き
」
を
達
成
し
た
今
、
次
の
目
標
は
、

希
望
や
生
き
が
い
を
持
ち
、
自
立
し
た
生
活
を
送
り
続
け
る

た
め
に
「
健・

・

・
康
で
長
生
き
」
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
「
健
康
寿
命
」。「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
た
め
の

取
り
組
み
を
皆
さ
ん
も
始
め
ま
せ
ん
か
！

目標（信州保健医療総合計画）

塩分摂取量
（成人1人1日当たり）

11.5グラム（H22）

⇨9グラム（H29）

脳血管疾患 長野県（順位） 全国
男 性 53.9（13位） 49.5
女 性 32.3（７位） 26.9

厚生労働省「都道府県別にみた死亡の状況 ～平成22年都道府県別
年齢調整死亡率～」

●脳血管疾患の人口10万対の死亡率

［ 

自
立
し
た
日
常
生
活
を
続
け
る
た
め
の
運
動
習
慣
の
定
着 

］

毎
日
歩
い
て
健
康
に
！

❷

［ 

脳
血
管
疾
患
を
予
防
す
る
減
塩
の
す
す
め 

］

減
ら
そ
う
!!  

塩
分 

毎
日
2.5
グ
ラ
ム
！

❶

体
だ
っ
て
点
検

し
よ
う
よ
！

❸

■問い合わせ先／林務部信州の木振興課　☎026-235-7274

～森林セラピー基地・セラピーロード～森で健康に！
森の中では、さわやかな気持ちになる。誰もが経験的に知っている「森林浴」の効果をココロと
カラダの健康づくりに役立てていこうとするのが「森林セラピー」。
県内には森林セラピーのための森林セラピー基地・セラピーロードが全国最多の10カ所。
紅葉の季節。森を歩きながら健康づくりを始めるならいつですか？　今でしょ！
県内の森林セラピー基地・セラピーロードは県公式ホームページで 森林セラピー 検索

県の取り組み
●「食生活改善推進員」や「保健補導員」による減塩料理教室等の開催
●「長野県食育推進計画（第２次）」に基づく県民減塩運動
　「今より1グラム塩を減らそう運動」を展開中
●県推奨の「野菜たっぷりメニュー」や、「うす味ヘルシー弁当」、「減塩

メニュー」の開発・普及　　　　　　　　　　　　　　　　　など

車
の
故
障
を
防
ぐ
に
は
車
検
な
ど
の
定
期
点

検
と
日
常
の
点
検
が
必
須
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば

毎
日
休
み
な
く
動
い
て
い
る
体
に
こ
そ
定
期
点

検
（
健
診
）
と
日
常
の
点
検
（
血
圧
の
測
定
）

が
必
要
で
す
。
健
康
維
持
の
第一歩
は
自
分
の

体
を
知
る
こ
と
か
ら
。
ま
ず
は
血
圧
の
測
定
か

ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

しあわせ信州創造プラン（長野県総合５か年計画）
http://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/kensei/shisaku/shinshusozo/index.html

■問い合わせ先／
　（厚生統計について）健康福祉部健康福祉政策課
　　　　　　　　　　☎026-235-7093
　（そ　　の　　他）健康福祉部健康長寿課　
　　　　　　　　　　☎026-235-7112

県の取り組み
●県民の皆さんが自分の血圧に関心を持っていただくための記録カード

による啓発
●血圧が手軽に測定できる環境づくりの推進　　　　　　　　　　など 早

期
発
見
・
早
期

治
療
で
健
康
に

健康寿命とは健康上の問
題で日常生活が制限される
ことなく生活できる期間。

その指標としては次の3つが厚生
労働省から示されています。

長野県（順位） 全国
男 性 71.17年（6位） 70.42年
女 性 74.00年（17位） 73.62年

厚生労働省「平成22年国民生活基礎調査」

●日常生活に制限のない期間の平均

長野県（順位） 全国
男 性 79.46年（1位）78.17年
女 性 84.04年（1位）83.16年

「厚生労働科学　健康寿命研究」

●日常生活動作が自立している期間の平均

長野県（順位） 全国
男 性 70.76年（10位） 69.90年
女 性 73.56年（20位） 73.32年

厚生労働省「平成22年国民生活基礎調査」

●自分が健康であると自覚している期間の平均

伸ばそう
健康寿命

県の取り組み
●総合型地域スポーツクラブを支援し、年齢、興味・関心、体力、技術・技

能レベルなどに応じてスポーツに取り組むことができる環境を整備
●日常生活の中の身近な動きを活用した長野県版運動ガイド「ズ

クササイズガイド」の作成　　　　　　　　　　　　　　 など

県 民 の 皆 さま へ
●日頃から意識的に体を動かして、男性は9,000歩、女性は8,000歩

を目標に毎日歩くことを心掛けましょう。（1,000歩＝10分の運動）
　　例えば･･･
　　・朝・夕に30分の散歩＋階段の利用、ちょっとした移動は歩く

　 などで80～90分の運動に

目標（信州保健医療総合計画）

1日あたりの平均歩行数
（20～64歳）

男性 9,000歩
女性 8,000歩

県 民 の 皆 さま へ
●食事バランスガイドなどを活用してバランスの取れた食事をしましょう。

　※食事バランスガイドはホームページで

●調味料の量に気を付けて薄味を心掛け、塩分を取る量を減らしま
しょう。

　　例えば･･･
　　・みそ汁は具だくさんで薄味に
　　・しょうゆやソースはかけずに小皿にとって少し付けて食べる
　　・めん類の汁は半分以上残す

食事バランスガイド 検索

県 民 の 皆 さま へ
●適正な血圧値を知り、自

分の血圧をチェックする
習慣を身に付けましょう。

●健診は自分の健康状態
を知り、病気の早期発見・
早期治療の上で大切な
ものです。毎年、健診を
しっかり受けましょう。

■血圧分類の基準　単位（mmHg）

180

160

140

130

120

80
至適血圧

正
常
血
圧

正
常
高
値

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

85 90 100 110
〈mmHg〉

〈mmHg〉

最低血圧

正常域

高血圧
最
高
血
圧

（日本高血圧学会）

●
例
え
ば・・・

　
・長
寿
を
支
え
る
長
野
県
の
農
畜
産

物
や
加
工
技
術
を
活
か
し
た
機
能

性
食
品
の
開
発

　
・「
健
康
長
寿
」の
イ
メ
ー
ジ
を
活
用

し
た
旅
行
商
品
づ
く
り

　
・健
康
増
進
効
果
を
Ｐ
Ｒ
し
、豊
か
な

森
林
を
活
用
し
た「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」

の
普
及

「
健
康
長
寿
」を

信
州
ブ
ラ
ン
ド
の

エ
ン
ジ
ン
に

信
州
が
育
ん
で
き
た
貴
重
な
価
値

で
あ
る
「
健
康
長
寿
」。
そ
の
強
み
を

県
の
内
外
に
向
け
て
発
信
し
、
信
州
ブ

ラ
ン
ド
を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に
県

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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信
州

最
前
線

こ
ど
も
病
院
は
、
危
険
性
の
高
い
分
娩
が
予
想
さ
れ
る
妊
産
婦
や
特

に
重
篤
、
重
症
な
小
児
患
者
の
命
を
救
う
た
め
、
高
度
で
質
の
高
い
医

療
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
小
児
集
中
治
療
病
床（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）、
そ
し
て
新
生
児
集

中
治
療
病
床（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
は
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
、
重
症
患
者

の
搬
送
か
ら
集
中
治
療
管
理
ま
で
を
、
医
師
、
看
護
師
の
他
、
さ
ま
ざ

ま
な
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
協
力
し
て
患
者
さ
ん
を
支
え
る「
チ
ー
ム
医
療
」で
行
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん
を
迅
速
に
搬
送
す
る
た
め
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
。「
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
迎
え
に
行
く
」
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
整
備
に
加
え
、
県
内
で
２
機
が
運
航
さ

れ
て
い
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
ヘ
リ
基
幹
病
院
で
あ
る
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
長
野
県
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

小
児
周
産
期
医
療
の
最
前
線
を
担
う

　
長
野
県
の
出
生
率
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
こ
ど
も
病
院
が
開
院
し
た
平
成

５
年
（
１
９
９
３
年
）
時
は
、
年
間
約
２
万
人
の
出
生
で
し
た
が
、
昨
年
は

１
万
７
千
人
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
低
出
生
体
重
児
（
出
生
体
重

２
５
０
０
グ
ラ
ム
未
満
）
が
生
ま
れ
る
割
合
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
病
院
の
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、平
成
12
年
（
２
０
０
０

年
）
に
ス
タ
ー
ト
。
県
内
で
唯
一
、
新
生
児
へ
の
手
術
が
可
能
な
病
院
と
し
て
、

特
に
早
産
管
理
と
胎
児
診
断
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
を
網
羅
す
る
９
つ
の
地
域

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、
全

国
的
に
も
特
筆
す
べ
き
周
産
期
連
携
シ

ス
テ
ム
を
構
築
。
こ
ど
も
病
院
を
中
心
と

す
る
緊
急
時
の
迅
速
な
連
携
体
制
が
確

立
し
た
こ
と
で
、
長
野
県
の
乳
児
・
新
生

児
死
亡
率
は
劇
的
に
低
下
し
ま
し
た
。

　
急
性
期
は
乗
り
越
え
た
も
の
の
、
継
続
的
に
医
療
を
受
け
る
必
要
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
小
児
在
宅
医
療
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
に
、
在
宅
支
援
病
棟
を
開
設
。
子
ど
も
た
ち
が
ご
家

庭
で
少
し
で
も
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
小
児
在
宅
医
療
専
門
の
医
療
チ
ー
ム
を
作
り
、
地
域
の
保

健
師
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、

地
域
の
方
た
ち
と
の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
病
棟
内
に
全
く
医
療
者
が
関
わ
る
こ
と
な
く
ご
家

族
で
過
ご
せ
る
部
屋
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
）
を
設
置
。

ご
家
族
は
、
実
際
に
お
子
さ
ん
が
家
に
帰
る
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
を
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
野
県
立
こ
ど
も
病
院

長
野
県
に
お
け
る
小
児
周
産
期
医
療
の
要

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
の
開
院
以
来
20
年
間
に
わ
た
り
、
長
野
県
の
小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
の

専
門
病
院
と
し
て
、 

小
さ
な
命
の
灯
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

■長野県立こども病院　〒３９９-8２８８ 　長野県安曇野市豊科３１００番地
☎0263-73-6700（代） 総合受付　ＦＡＸ0263-73-5432
http://nagano-child.jp/

チーム医療で手厚く患者さんを支える

県
内
唯一の
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

「
小
児
在
宅
医
療
」で
子
ど
も
た
ち
と
地
域
を
つ
な
ぐ

※
周
産
期
医
療
と
は
、妊
娠
22
週
以
降
の
妊
婦
さ
ん
と

胎
児
、そ
し
て
出
生
後
１
ヵ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
に
関

わ
る
医
療
の
こ
と
。周
産
期
は
、合
併
症
な
ど
、母
子

共
に
生
命
に
関
わ
る
事
態
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高

く
な
る
期
間
で
あ
る
た
め
、緊
急
時
の
医
療
体
制
が

特
に
必
要
で
す
。

ファミリーケアルーム

発達障害専門外来のお知らせ
　発達障害とは、先天的な要因によって社会性の遅れ、行動
や注意のコントロール・特定の分野の学習が苦手といった症
状を示すもの。
　こども病院では近年増加傾向にある発達障害専門の外
来を平成23年（2011年）に設置。医師による診察だけでな
く、リハビリ科の療法士による評価を行い、保護者・関係者と
共に、支援の方向性を決定します。
　発達障害に対して、チーム医療で対応する体制を整備し
ているのは、全国的に見ても先進的な取り組みです。

※発達障害専門外来を受診する際には、必ず他病院からの
紹介状が必要です。

【お問い合わせ】患者支援・地域連携室
☎0263-73-6700㈹ （内線1631､1632） （８時30分〜16時 月〜金）

1993年の開院以来、県民の皆さんにさ
まざまなご支援をいただきながら、こども
病院もようやく「成人式」を迎えることが
できました。

この20年間、当院ならではの「チーム医
療」を確立し、未来を担う子どもたちに安
全で質の高い医療を行ってまいりました。

当院の強みは優れた設備と人材です。
県民の皆さんに必ず満足いただけるよう
な医療をこれからも提供していきます。

医
療
を
必
要
と
す
る

　
　
　
　
　
　
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

こども病院

原
は ら だ

田 順
よ り か ず

和 病院長 

6

4

2

0
平成
4年

平成
10年

平成
15年

平成
12年

平成
20年

平成
24年

長野県立こども病院開院 総合周産期母子医療センター開設

％ 乳児死亡率
新生児死亡率・乳児死亡率4.5%（全国21位）

・新生児死亡率2.8%（全国36位）
平成
4年

・乳児死亡率1.9%（全国7位）
・新生児死亡率0.8%（全国7位）

平成
24年

※順位は47都道府県の数値をパーセンテージの低い順に並び替えて順位付け

長野県の乳児・新生児死亡率の推移

小児集中治療の業務を行う上で、県
内の地域病院との密な連携は欠かせ
ません。当院では、治療にあたった患
者さんの症例のフィードバックを地
域病院と共に行うなど、お互いに「顔
の見える関係」を築いています。また、
特に小児集中治療病床が満床に近い
状態にあることから、互いに協力し合
いながら患者さんを診ていく体制を
整えて、子どもたちが地域の病院に戻
り、安心して治療を受けられる環境を
用意しています。
　さらに今後は、集中治療を担う人材
の発掘にも力を注いでいきたいと考
えています。

こ
ど
も
病
院 
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
勤
務

北き
た
む
ら村 
真ま

さ
と
も友 

先
生 

5つの専門センター
　こども病院では、総合周産期母子医療センター以外にも５つの専門セ
ンターを設置。診療機能の向上とともに、研究・教育にも取り組んでいます。

生命科学
研究センター

　小児がん、先天性疾患、遺伝性疾患および産科疾患
を対象とした、先天的・科学的検査、解析および情報提
供を行います。

エコー
センター

　病院全体の超音波機器の管理から運用まで集中し
て行うとともに、全国から研修者を受け入れ、診断技
術の教育も担っています。

3Dモデル
造形センター

　作成された３Ｄモデルを
用いた手術前シミュレー
ションの実施など、医療用
３次元造形モデル製作用の
造形機（３Ｄプリンタ）を活
用し、診療技術の向上に取
り組んでいます。

予防接種
センター

　基礎疾患のある患者さんを中心に、予防接種に関す
る総合窓口としての機能も担っています。

口唇口蓋裂
センター

　専門性の高い治療を要する口唇口蓋裂の多施設（こ
ども病院、信州大学医学部附属病院、松本歯科大学病
院）間協力型センターです。

作成された3Dモデル
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８月24日、天皇、皇后両陛下が松本市を訪れ、サイトウ・キネン・フェ
スティバル松本　小澤征爾指揮　ラヴェル作曲　歌劇「こどもと魔法」
を鑑賞されました。

両陛下は、31日まで軽井沢町などに滞在され、重要文化財　旧開智学
校（松本市）や水村喜一郎美術館（東御市）などを訪問されました。

21年ぶりにＳＫＦ
（サイトウ・キネン・フェスティバル松本）をご鑑賞

８月28日、次世代信州農業マーケティングアカデミー「サマーセミナー」を
軽井沢町で開催しました。

農業者や食品加工業者、観光業者、消費者などさまざまな分野から約140人
が参加。「長寿日本一の恵み」をテーマに基調講演のほか、県内各地の事例発表
や「おいしい信州ふーど（風土）」大使 玉村豊男さんをコーディネーターとした
パネルディスカッションが行われました。

アカデミーでは、今後も研修会や商談会の開催を通じ、「おいしい信州ふーど
（風土）」の魅力発信に取り組みます。

「長寿日本一の恵み」に囲まれた暮らしは毎日がプレミアム
～サマーセミナーで「おいしい信州ふーど（風土）」の魅力を発信～

９月１日は「防災の日」。県庁では
地震総合防災訓練を実施しました。

訓練には、自衛隊や災害派遣医療
チームをはじめ、県と「災害時応援協
定」を締結している長野県トラック
協会等、各団体も参加。災害発生時や
発災後２～４日を経過した際の状況
を想定し、相互の連携を確認し合い
ました。

官民連携して訓練を実施

９月28日、松本市で「ながの結婚・子育て応援フォーラム」を開催しま
した。

県では、ながの結婚・子育て応援宣言・行動宣言や婚活サポーターの認
定などにより、婚活支援に取り組みます。
（詳しくは、本誌９・10ページをご覧ください。）

みんなの婚活応援します

９月６日、県内の大学と産業界、
行政が一体となって取り組む「長野
県産学官協働人財育成円卓会議」が
発足しました。

24年度から実施している「信州・
観光地域づくりマネジメント塾」や
今年７月開講の「信州フォレストコ
ンダクター育成研修」、26年度に開
設する農業大学校の実践経営者コ
ースなどとあわせて、長野県の将来
を担う人材育成を進めます。

明日を担う人材を育成

長野県産学官協働人財育成円卓会議

９月２日、教職員の不祥事根
絶のための緊急会議を長野市で
開催。県と市町村の教育委員会
の委員長、教育長などがグルー
プ討議を行いました。

会議に出席した知事は「県、市
町村、教育委員会が危機感を共有し、地域の力で長野県教育の再生を進めてほ
しい。」と出席者に要請しました。

教職員の不祥事根絶
に向け緊急会議

拳に決意を込めて上位進出!

ゆるキャラRグランプリ2013にエントリーしている長野県観光PR
キャラクター「アルクマ」。

９月20日には「必勝本部」を立ち上げ、エイエイオー！遊説やダンスに
よるアピールに各地を飛び回っています。

11月８日まで毎日繰り返し投票できるのがポイント。
１日１回投票を。皆さまの応援をお願いします。

アルクマ　エントリー中 検索

　9月7日、「山の日」（仮称）の制定
に向けた取り組みの一環として、

「長野県の『山』を考えるシンポジ
ウム」を大町市で開催しました。
　山の魅力や価値について、パネ
ラーから体験を交えた発表をいただ
き、活発な意見交換が行われました。
　「山の日」制定については、11月８日
まで皆さまからのご意見を募集し
ています。

山の恵みに感謝

パブリックコメント　山の日 検索
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「
少
子
化
」
の
主
な
要
因
が
未
婚
化

や
晩
婚
化
に
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。

　
現
在
の
状
況
が
続
く
と
、
20
年
後

に
は
、
長
野
県
の
人
口
は
約
30
万
人

減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
高
齢
化
は
一
層
進
み
、
近
い

将
来
、
高
齢
者
が
人
口
の
３
分
の
１

を
超
え
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
が
、
社
会
・
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

「
結
婚
」
と
「
子
育
て
」
を
社
会
全
体

の
問
題
と
し
て
考
え
、
次
の
世
代
を

育
む
た
め
の
環
境
づ
く
り
や
支
援
を

行
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
、
今
年
６
月
に

県
内
の
関
係
団
体
等
と
「
な
が
の
結

婚
・
子
育
て
応
援
宣
言
」
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
こ
の
宣
言
の
う
ち
の
一
つ
が
“
婚
活

～
な
が
の
出
会
い
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

あ
な
た
の
婚
活
応
援
し
ま
す
！

県
が
婚
活
応
援
？
ど
う
し
て
？

そ
ん
な
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、

長
野
県
は
、真
剣
に「
結
婚
し
た
い
」と

考
え
て
い
る
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
！

ど
う
し
て
県
が
婚
活
を
応
援
？

支
援
”
で
す
。

　

若
者
の
９
割
近
く
が
結
婚
を
望
ん

で
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
い
る

中
で
、
未
婚
者
の
多
く
が
「
適
当
な

相
手
に
め
ぐ
り
合
わ
な
い
」
を
結
婚

で
き
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
な
ら
、
真
剣
に
結
婚
し
た
い
と

考
え
て
い
る
皆
さ
ん
の
出
会
い
の
機
会

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
応
援
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
「
な
が
の
出
会
い
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

国立社会保障・人口問題研究所「2010年出生動向基本調査」

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

人

1.00

1.50

2.00

2.50
2.19

1.95
1.81

1.39
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結婚年齢別の平均子供数 【全国】

国立社会保障・人口問題研究所「2010年出生動向基本調査」
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適当な相手に
めぐり合わない

異性とうまく
つきあえない

結婚資金が
足りない

住居のめどが
たたない

10 20 30 40 50 60
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女 性
男 性

結婚できない理由 【25～34歳、全国】

ながの出会い応援プロジェクトの取り組み〔❶〜❹〕

行
動
宣
言
は
現
在
も
募
集
中
。お
寄
せ
い
た
だ
い
た

宣
言
は
出
会
い
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　結婚や子育てを応援し、確かな暮らしが営
まれる美しい信州を創るために、次の取組を
連携して進めていくことをここに宣言します。

記
１ 出会いの機会の拡大（婚活支援）
２ 若者の就労支援
３ 地域における子育て支援
４ 仕事と家庭の両立支援

ながの結婚・子育て応援宣言
（抜粋）

結
婚
や
子
育
て
を
応
援
で
き
る
の
は
、県
や
関
係
団

体
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
め
る
、ち
ょ
っ

と
し
た
行
動
が
大
き
な
応
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
な
が
の
結
婚・
子
育
て
応
援
宣
言
」の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、ご
自
身
の
行
動
宣
言
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、9
月
28
日
現
在

で
19
団
体
、53
人
か
ら
行
動
宣
言
が
寄
せ
ら
れ
、同
日

松
本
市
中
央
公
民
館
で
開
催
し
た「
な
が
の
結
婚・子

育
て
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
紹
介
し
ま
し
た
。

「
行
動
宣
言
」の
募
集

❶

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

明るく元気にいきいき
と、仕事・家庭・子育てを
両立したい女性を応援し
ます。

気軽に相談に来られる
環境を作り、他の結婚相
談所との連携を密にしな
がらお見合い成立を増や
します！

寄
せ
ら
れ
た
行
動
宣
言
の
中
か
ら

※
登
録
数（
９
月
28
日
現
在
） 

●
サ
ポ
ー
タ
ー
：
１
０
８
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
応
援
団
：
32
団
体

婚
活
に
関
わ
る
個
人
や
団
体
の
皆
さ
ん
に「
婚
活
サ

ポ
ー
タ
ー
」と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、出
会
い
の

機
会
を
拡
大
し
ま
す
。 ❷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」創
設

※
い
ず
れ
も
、登
録
す
る
に
は
、事
前
申
込
、研
修
会
受
講
が
必
要
で
す
。

結
婚
を
希
望
す
る
方
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
会
い
の

機
会
の
拡
大
や
婚
活
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

■
し
あ
わ
せ
信
州
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー【
個
人
】

結
婚
を
希
望
す
る
方
に「
出
会
い
の
場
」と
な
る
交
流

イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画・実
施
し
ま
す
。

■
し
あ
わ
せ
信
州
婚
活
応
援
団【
企
業・団
体
】

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
は
次
の
2
種
類
。

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
婚
活
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
る
こ
と

で
、サ
ポ
ー
タ
ー
同

士
の
交
流・連
携
が

広
が
り
、出
会
い
の

機
会
を
も
っ
と
積

極
的
に
提
供
で
き

る
の
で
は
と
考
え

登
録
し
ま
し
た
。」

親
子
２
代
に
わ

た
っ
て
地
域
の「
お
せ
っ
か
い
お
じ
さ
ん
」と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
と
い

う
太
田
さ
ん
。み
ん
な

が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
と
、20
代
の
頃
か
ら
、

仕
事
の
傍
ら
、ご
近
所

や
会
社
、サ
ー
ク
ル
活

動
の
仲
間
か
ら
の
結
婚

相
談
に
応
じ
て
き
た
そ

う
で
す
。

こ
う
し
た
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
が
、各

地
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

太
田 

昇
一
さ
ん

▪
し
あ
わ
せ
信
州
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー 

■問い合わせ先／長野県企画部企画課　☎026-235-7018　FAX026-235-7471　Ｅ-mail shoushika@pref.nagano.lg.jp

婚活を応援するコンテンツが
盛りだくさん。
まずはアクセスしてみよう！

ハピネスナビ信州 検索

イベント情報 県内の婚活イベント・セミナー情報を
発信。素敵な出会いをみつけましょう。

その他 婚活サポーターに関する情報
などをご覧いただけます。

企業間交流 違う会社や業種の人と交流し
たい独身社員グループを募集中。

結婚相談所情報 県内の結婚相談所をご紹介。

メールマガジンやFacebookページも始まっています。
婚活に役立つ情報をgetしましょう。

ハピネスナビ信州では、皆さんの声をお待ちしています。
イベントに参加しての感想などの婚活体験談をお寄せください。

異
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。内
容
が
決
ま
り
次
第
、ハ
ピ
ネ
ス
ナ
ビ
信
州
で
発
表
し
ま
す
！

❹

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

婚
活
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

「
星
の
里 

阿
智
村
で
ぬ
く
も
り
婚
活
」

期
日
：
11
月
22・23
日
、12
月
14・15
日
、1
月
18・19
日

　
　
　
（
1
泊
2
日
、全
３
回
）

＊
基
本
的
に
３
回
ご
参
加
い
た
だ
く
企
画
で
す
。

　
対
象
：
20
歳
以
上
で
独
身
／
人
数
：
男
女
各
10
人

　
参
加
費（
1
回
あ
た
り
）：
女
性
3
千
円
、男
性
5
千
円

　
問
い
合
わ
せ
：
０
９
０・９
６
６
０・４
４
１
７（
下
原
さ
ん
）

阿智村出会いプロジェクト
からのお知らせ

県内の婚活情報が満載！
ながの出会い応援ポータルサイト
“ハピネスナビ信州”

❸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

出
会
い
応
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設

「
村
の
定
住
促
進
に
つ
な
が
れ
ば
と
４
年
前
か
ら

活
動
を
始
め
、現
在
村
内
在
住
の
女
性
5
人
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
運
営
し
て
い
ま
す
。」主
に
婚
活
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー

や
農
業
体
験
な
ど
の

体
験
型
交
流
会
を
開

催
と
の
こ
と
で
す
が
、

な
ん
と
こ
れ
ま
で
10
組

が
結
婚
に
結
び
付
い
て

い
る
そ
う
で
す
。「
毎
回
、

女
性
が
楽
し
く
、参
加

し
や
す
い
こ
と
を
意
識

し
て
企
画
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、参
加
し
て
く
れ
た
人
た
ち
が
幸
せ
に
な
る

よ
う
に
と
い
う
思
い
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。」

　
温
か
い
思
い
が
、参
加
者
を
呼
び
、出
会
い
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

阿智村出会いプロジェクトのパーティーの様子

　
阿
智
村
出
会
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
　
代
表
　
下
原 

裕
子
さ
ん

▪
し
あ
わ
せ
信
州
婚
活
応
援
団 
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
長
野
県
に
避
難
し
て
い
ま
す
。
慣

れ
な
い
土
地
で
不
安
に
思
う
こ
と
、
周
囲
に

友
だ
ち
が
い
な
く
て
寂
し
く
な
る
こ
と
、
子

育
て
で
心
も
体
も
疲
れ
る
こ
と
な
ど
・
・
・
、

そ
れ
ぞ
れ
に
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
避
難
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

避
難
者
同
士
が
悩
み
を
共
有
し
、
地
域

で
孤
立
し
な
い
た
め
に
平
成
24
年
１
月
に
設

立
さ
れ
た
の
が
「
手
を
つ
な
ぐ
３・１
１
信

州
」。
代
表
の
森
永
敦
子
さ
ん
も
福
島
県
か

ら
避
難
し
た
一
人
で
す
。

「
手
を
つ
な
ぐ
３・１
１
信
州
」
は
、
二
つ

の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
一つ
は
、
避
難
者
同
士
が
情
報
を
共
有

す
る
た
め
の「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」。メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
り
、
避
難
者
に
支
援
物

資
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
必
要
な
情
報
が

行
き
届
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
約
80
の
避
難

世
帯
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
。
現
在
は

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
し
て
い
る
方
か

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
情
報
が
提
供
さ
れ
、

避
難
者
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て

改
修
費
用
38
万
円
の
寄
付
を
募
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ま
だ
目
標
金
額
に
は
届
い
て
い

ま
せ
ん
が
、「
寒
く
な
る
前
に
、
温
か
い
お

風
呂
に
入
れ
る
よ
う
改
修
で
き
れ
ば
。」
と

森
永
さ
ん
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

森
永
さ
ん
は
、「
避
難
者
の
思
い
に
応
え
、

長
野
で
し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
て
い
き
た
い
。」

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
後
も「
手
を
つ
な
ぐ
３・１
１
信
州
」は
、

一
時
避
難
や
移
住
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
多
く

の
方
々
と
手
を
つ
な
ぎ
、
支
え
合
い
な
が
ら

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
ま
す
。

も
う
一つ
は
、
避
難
者
が
気
軽
に
集
え
る

「
場
」
の
提
供
で
す
。
平
成
24
年
５
月
に
、

松
本
市
寿
小
赤
の
築
１
０
０
年
以
上
の
古

民
家
を
地
域
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
改
修

し
、
避
難
者
の
交
流
拠
点
「
小
赤
の
家
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

だ
っ
た
避
難
者
の
方
々
に
外
出
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
健
康
増
進
の
た
め
の
講
習
会
や

各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
外
出

す
る
機
会
が
で
き
て
う
れ
し
い
。」、「
同
じ
悩

み
を
抱
え
る
皆
さ
ん
と
会
う
こ
と
が
で
き
心

強
い
。」
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
、
避
難
者

同
士
の
結
び
付
き
を
さ
ら
に
強
め
て
い
ま
す
。

放
射
能
の
影
響
に
不
安
を
持
ち
、
福
島

県
や
関
東
地
方
か
ら
の
避

難
を
希
望
す
る
方
が
今
な

お
多
い
こ
と
か
ら
、
避
難
者

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
活

動
を
新
た
に
始
め
ま
し
た
。

空
き
家
を
利
用
す
る
こ
と

で
「
避
難
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
た
い
。」
と
、

平
成
24
年
９
月
に
松
本
市
浅
間
温
泉
で
寮

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
を
借
り
、
複

数
の
家
族
が
入
居
で
き
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を

オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
し
か
し
、

老
朽
化
の
た
め
、

入
浴
設
備
が
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
ず
近

く
の
入
浴
施
設

を
利
用
し
て
い

ま
す
が
、「
乳
幼

児
が
安
心
し
て

使
え
る
内
風
呂
を
設
置
し
母
親
の
ス
ト
レ
ス

を
少
し
で
も
軽
く
し
た
い
。」、「
避
難
者
の

入
浴
に
か
か
る
費
用
を
低
く
抑
え
た
い
。」

と
、
長
野
県
が
今
年
４
月
に
運
用
を
始
め

た
長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス
で
、
入
浴
設
備
の

今
年
７
月
、
第
42
回
技
能
五
輪
国
際
大
会
が
、

ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
開
催
さ
れ
、
日
本
を
含

め
52
の
国
と
地
域
か
ら
９
８
６
人
の
選
手
が
参
加

し
て
、
46
職
種
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

技
能
五
輪
国
際
大
会
は
、
参
加
各
国
の
職
業

訓
練
の
振
興
と
青
年
技
能
者
の
国
際
交
流
、
親

善
を
目
的
に
、
１
９
５
０
年
に
ス
ペ
イ
ン
で
始
ま

り
、
現
在
は
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統

あ
る
大
会
で
す
。

長
野
県
か
ら
は
、
３
職
種
に
４
人
が
出
場
。
佐

久
市
に
お
住
ま
い
の
中
澤
大
貴
さ
ん
は
、「
左
官
職

種
」
に
出
場
し
、
参
加
12
選
手
中
６
位
で
敢
闘
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

実
家
の
左
官
店
で
働
く
中
澤
さ
ん
は
、
小
さ
な

頃
か
ら
お
父
さ
ん
に
つ
い
て
現
場
へ
出
掛
け
、
職
人

さ
ん
た
ち
の
仕
事

を
見
て
育
っ
た
そ
う

で
す
。「
中
学
生
の

頃
に
建
築
士
に
な

ろ
う
と
考
え
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、

机
の
前
に
座
っ
て

図
面
を
引
く
仕
事
よ
り
も
、
現
場
で
体
を
動
か
し

て
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
強
か
っ
た
。
家
業

を
継
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
責
任
感
や
気

負
っ
た
意
識
か
ら
で
は
な
く
、
自
然
と
こ
の
道
を
選

ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。」
と
左
官
職
人
と
し
て

歩
み
だ
し
た
頃
の
こ
と
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

技
能
五
輪
に
挑
戦
し
た
の

は
、
同
業
他
社
の
社
長
さ
ん
に

勧
め
ら
れ
た
の
が
きっか
け
だっ

た
そ
う
で
す
。
全
国
大
会
出
場

の
条
件
と
な
る
左
官
技
能
士

検
定
２
級
に
合
格
し
、一
昨
年
、

平
成
23
年
の
静
岡
大
会
で
初
め
て
技
能
五
輪
に
出

場
し
ま
し
た
。「
優
勝
で
き
る
と
は
、
夢
に
も
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。」
と
振
り
返
っ
て
く
れ
た
中
澤
さ
ん
。

こ
の
時
点
で
平
成
24
年
第
50
回
大
会
は
、
長
野
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
既
に
決
ま
っ
て
お
り
、
国
際

大
会
の
予
選
と
な
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
静
岡
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
で
、
長
野
大
会

は
、
優
勝
し
た
い
大
会
で
は
な
く
、
確
実
に
優
勝

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
大
会
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
圧
倒
的
な
実
力
で
。」
中
澤
さ
ん
の
強
い

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
周
囲
か
ら“
前

回
大
会
の
優
勝
者
”
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、
実
力
が
発
揮
で
き
て
い
た

の
で
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。む
し
ろ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
っ
た
方
が
い
い
仕
事
が
で
き
る
ん
で
す
。
こ

の
時
の
感
覚
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。」

こ
う
し
た
高
い
意
識
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
準

備
を
し
、
自
信
を
も
っ
て
大
会
に
参
加
す
る
。
こ

の
過
程
で
養
わ
れ
た
実
力
が
、「
自
分
の
左
官
職

人
と
し
て
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。」
と
技
能
五
輪
に
挑
戦
し
て
き
た
意
義

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

国
際
大
会
で
は
、
日
本
と
ヨ
ー
ロッ
パ
の
仕
事
の

進
め
方
や
採
点
基
準
の
違
い
な
ど
も
あ
り
、
惜
し
く

も
表
彰
台
は
逃
し
ま
し
た
が
、「
美
し
さへの
意
識
は

参
加
者
の
中
で一番
高
かっ
た
と
思
い
ま
す
。」
と
の

言
葉
か
ら
、
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
い
た
仕
事
を

や
り
遂
げ
た
と
い
う
満
足
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
左
官
仕
事
を
す
る
中
で
、
お
客
様
か
ら
い
ろ

ん
な
要
望
を
い
た
だ
く
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
完
璧
に
こ
な
せ
る
職
人
に
一
日
も
早
く

な
り
た
い
。
そ
こ
に
達
す
れ
ば
、
き
っ
と
そ
の
先

に
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。」

実
力
を
付
け
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
職
人
か

ら
、
一
歩
進
ん
で
お
客
様
に
よ
り
良
い
も
の
を
提

案
で
き
る
職
人
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
職
人
と
し
て
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
す
中
澤
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

中
澤 

大
貴 

さ
ん

左
官
職
人

■連絡先 : 手をつなぐ3.11信州　■住所 : 長野県松本市寿小赤1297-1　■電話 : 0263-88-3103　■URL : http://tewotunagu311.net/

～
避
難
者
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
～

手
を
つ
な
ぐ
３・１
１
信
州 

［
松
本
市
］

地
域
の
輝
く
活
動
を
ご
紹
介

地
域
の
特
色
や
資
源
な
ど
を
活
か
し
て
活
躍
す
る

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
紹
介
し
ま
す
。

▲鍼灸師（しんきゅうし）から体を温める健康法を学ぶ講習会

▲ドイツのライプツィヒで開催された技能
五輪国際大会で課題に取り組む中澤さん

▲技能五輪のメダルと左官の道具

広
が
っ
た「
職
人
と
し
て
の
可
能
性
」

完
璧
な
仕
事
を
… 

そ
の
先
に

・第42回技能五輪国際大会
　敢闘賞
・中澤左官（佐久市）勤務

中澤大貴さん（２２歳）

Profile ◆プロフィール

つ
な
が
り
を
生
み
、支
え
合
う

支
援
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
た
い

　NPOなどの公共的活
動を寄付という形で応
援できるポータルサイト
です。現在、13団体が支
援を呼び掛けています。
寄付という形で公共的
活動に参加しませんか。

長野県みらいベース 検索

「長野県みらいベース」

みらい基金
PRキャラクター

“キッフィー”

　私は、阪神大震災と東日本大
震災の二つの震災を経験しま
した。被災地域での生活はとて
も大変です。だから避難先では
少しでも楽しい時間を見つけ
てほしい。そんな願いを込めて
活動しています。

代表  森永 敦子さん
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◆
募
集
学
科
：
看
護
学
科（
＊
４
年
制
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
26
年
度
入
学
生
よ
り（
申
請
中
）

◆一
般
入
学
試
験

○
試
験
日
：
平
成
26
年
１
月
15
日（
水
）、16
日（
木
）

○
会
場
：
長
野
県
須
坂
看
護
専
門
学
校

○
願
書
受
付
：
12
月
２
日（
月
）～
12
月
12
日（
木
）（
必
着
）

問・■申 

長
野
県
須
坂
看
護
専
門
学
校　
☎
０
２
６–

２
４
８–

８
３
１
１

長
野
県
須
坂
看
護
専
門
学
校

◆
県
が
所
有
し
て
い
る
未
利
用
と
な
っ
た
土
地・建
物
を

一
般
の
方
に
お
譲
り
し
て
い
ま
す
。

○
売
却
方
法
：一
般
競
争
入
札

　
　
　
　
　
　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
）

○
申
込
締
切
：
11
月
13
日（
水
）14
時

○
各
物
件
の
詳
し
い
説
明
、申
し
込
み
方
法
に
つ

い
て
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
部
財
産
活
用
課

　

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
０
４
４

県
有
地
を
売
却
し
ま
す

長野県　県有地売却 検索

○
開
催
日
：
11
月
９
日（
土
）

○
開
催
時
間
：
12
時
50
分
～
16
時

長
野
県
男
女
共
同
参
画
推
進
県
民
大
会

表紙の写真は、百瀬達也さん（長

野県木曽養護学校高等部3年）の作

品。セミの羽化の瞬間を捉えた立体

切り紙作品。一続きのパーツを1枚

の紙から切り出し、作り上げたもの。

羽化途中の伸びきっていない羽や、

体を支える足のカギ爪など細かい

部分も精密に表現されています。

表 紙 の 写 真

お
知
ら
せ

　
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め
、あ
な
た
も
消
防
団

員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

○
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

○
企
業
の
皆
さ
ま
は
、社
員
の
方
々
が
入
団
し
や
す
く
、

活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
消
防
団
活
動
へ
の

ご
理
解・ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
企
業
及
び
個
人
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、市
町
村

で
は
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
、県
で
は
消
防
団

活
動
協
力
事
業
所
応
援
減
税
及
び
入
札
に
関
す
る
優

遇
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問 

各
市
町
村
役
場
ま
た
は
危
機
管
理
部
消
防
課

　

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
８
２

市
町
村
消
防
団
員
募
　
集

■問 = 問い合わせ先
■申 = 申し込み先
　  = お知らせ
　  = 募集

◆
推
薦
入
学
試
験（
後
期
）

○
試
験
日
：
12
月
24
日（
火
）

○
会
場
：
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

○
願
書
受
付
：
11
月
27
日（
水
）～
12
月
12
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
（
消
印
有
効
）

問・■申 

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　
　
　
☎
０
２
６
８–

３
９–

１
１
１
１

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校（
上
田
市
）

◆
普
通
課
程　
一
般
入
校

○
試
験
日（
入
校
選
考
）：
11
月
25
日（
月
）

○
会
場
：
各
技
術
専
門
校

○
願
書
受
付
：
11
月
１
日（
金
）～
11
月
15
日（
金
）（
消
印
有
効
）

＊
右
記
日
程
に
お
い
て
、上
松
技
術
専
門
校
は
、県
内
在

住
者
の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

問 

商
工
労
働
部
人
材
育
成
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
９
９

技
術
専
門
校（
長
野
、松
本
、岡
谷
、

飯
田
、伊
那
、佐
久
、上
松
）

　
結
婚
し
た
い
け
ど
な
か
な
か

出
会
い
が
な
い・・・と
い
う
方
へ
、

県
内
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、身
近

な
結
婚
相
談
所
や
婚
活
サ
ポ
ー

タ
ー
、企
業
間
で
の
グ
ル
ー
プ

交
流
な
ど
、あ
な
た
の
婚
活
に

役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

＊
長
野
県
の
婚
活
応
援
に
関
す
る
情
報
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

　
9・10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

企
画
部
企
画
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–
７
０
１
８

な
が
の
出
会
い
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

“
ハ
ピ
ネ
ス
ナ
ビ
信
州
”

ハピネスナビ信州 検索

　
信
州
に
生
ま
れ
、幕
末
期
の
刀
工
の
中
で
も
高
く
評
価
さ
れ
な

が
ら
、42
歳
で
死
去
し
た
山
浦
清
麿（
源
清
麿
）の
生
誕
２
０
０
年

を
記
念
し
、県
宝
を
は
じ
め
と
す
る
代
表
作
を
展
示
し
ま
す
。

○
期
間
：
11
月
９
日（
土
）～
12
月
10
日（
火
）

○
時
間
：
９
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
：
毎
週
水
曜
日

○
観
覧
料
：
大
人
８
０
０
円
、大
学
生
６
０
０
円
、

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

＊
東
山
魁
夷
館
と
の
共
通
観
覧
料
は
大
人
１
，０
０
０
円
、

　
大
学
生
７
０
０
円

問 

信
濃
美
術
館（
長
野
市
）　
☎
０
２
６–

２
３
２–

０
０
５
２

「
生
誕
２
０
０
年
記
念　
山
浦
清
麿
展

〜
信
濃
が
生
ん
だ
天
才
刀
工
〜
」

　
創
業
に
関
す
る
相
談・助
言
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
い
、創

業
前
か
ら
創
業
後
ま
で一貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

○
設
置
場
所
：（
公
財
）長
野
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

○
専
用
電
話
番
号
：
０
２
６–

２
６
９–

７
３
５
９

　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
時
間 

平
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

○E

―Mail

：sougyou@
icon-nagano.or.jp

創
業
に
関
す
る
ご
相
談
は

「
な
が
の
創
業
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
」へ

○
電
話
番
号
：
０
２
６
３–

９
１–

２
４
１
０

○
児
童
虐
待・Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
＝
配

偶
者
間
暴
力
）に
関
す
る
通
告・通
報
及
び
緊
急
の
相
談
に

対
し
、電
話
相
談
員
が
24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

○
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
、お
名
前
を
い
た
だ
か
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待・Ｄ
Ｖ
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

○
開
催
日
：
11
月
５
日（
火
）

○
開
催
時
間
：
13
時
30
分
～
16
時
15
分

○
講
演
テ
ー
マ
：
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
学
校　
～
人
権
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
尊
重
度
～

○
講
師
：
高
橋
裕
子
氏（
多
摩
市「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
女
性
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　

市
民
運
営
委
員
長
）

○
会
場
：
松
本
合
同
庁
舎
講
堂

問 

健
康
福
祉
部
こ
ど
も・家
庭
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
０
９
９

Ｄ
Ｖ
防
止
講
演
会

◇
ぐ
る
っ
と
信
州
体
験
博
２
０
１
３

　
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ま
ち
歩
き
、も
の
づ
く
り
、味
覚
体
験
な

ど
秋
の
信
州
で
体
験
の
旅
を
楽
し
も
う
！

○
対
象
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
５
ジャン
ル
１
７
１
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
５
の
美
術
館
等
も
参
加
！

○
期
間
：
11
月
30
日（
土
）ま
で

○
冊
子「
ぐ
る
信
パ
ス
ポ
ー
ト
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

信
州
四
季
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン〔
秋
〕

長野県観光
PRキャラクター

「アルクマ」

「
ア
ル
ク
マ
」
が
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

（http://w
w

w
.yurugp.jp/

）
に
今
年
も
エ

ン
ト
リ
ー
！ 

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
公
共
的
活
動
団
体
を
寄
付
で
応
援
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト“
長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス
”を

開
設
し
て
い
ま
す
。

○
利
用
方
法

　
サ
イ
ト
内
で
紹
介
し
て
い
る
事
業（
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
）の
中
か
ら
共
感
で
き
る
活
動
を
見
つ
け
て
、寄
付

と
い
う
形
で
活
動
を
応
援
。

　
（
サ
イ
ト
画
面
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
可
能
）

○
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
事
業
指
定
、団
体
指
定
、地
域・分
野
指
定
な
ど

公
共
的
活
動
応
援
サ
イ
ト

「
長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス
」みらい基金

PRキャラクター
“キッフィー”

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w

.m
irai-kikin.or.jp/

○
運
用
法
人
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
県
み
ら
い
基
金

問 

企
画
部
県
民
協
働・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
８
９

長野県みらいベース 検索

ム
を
体
験
し
、ス
タ
ン

プ
を
集
め
て
応
募
す

る
と
、も
れ
な
く
限
定

ア
ル
ク
マ
ピ
ン
バッ
ジ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
（
抽
選
で
県
産
品
な
ど
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

◇
信
州“
食
と
収
穫
”の
祭
典
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
お
い
し
い「
信
州
」を
巡
っ
て
、ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
し
よ
う
！

○
期
間
：
11
月
30
日（
土
）ま
で

○
参
加
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
た
り
、農
産
物
直
売
所
で
野
菜
や
果

物
を
買
っ
て
、ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
抽
選
で
、

素
敵
な
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

＊
各
企
画
の
詳
し
い
情
報
は
公
式
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.shinshu-dc.net 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

観
光
部
観
光
振
興
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
２
５
４

○
講
演
テ
ー
マ
：
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
～
女
性
の
活
躍
を
企
業
の
力
に
す
る
～

○
講
師
：
岩
田
喜
美
枝
氏（
公
益
財
団
法
人
21
世
紀
職
業
財

　
　
　

団
会
長
、株
式
会
社
資
生
堂
顧
問
）

○
会
場
：
松
本
市
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
文
化
セ
ン
タ
ー

問・■申 

企
画
部
人
権・男
女
共
同
参
画
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
０
２

○
開
催
日
時
：
11
月
15
日（
金
）10
時
～

○
内
容
：「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
３
」表
彰
式

　
　
　
　
「
し
あ
わ
せ
信
州
を
見
つ
け
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　

投
稿
作
品
表
彰
式

　
　
　
　
パ
ネ
ル
討
論
会
、招
待
講
演
な
ど

○
会
場
：
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル（
長
野
市
）

○
入
場
無
料
、申
込
不
要

問 

観
光
部
信
州
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
２
４
７

信
州
ブ
ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３

◆
募
集
学
科
：
歯
科
衛
生
士
学
科

◆一
般
入
学
試
験

○
試
験
日
：
12
月
14
日（
土
）

○
会
場
：
長
野
県
公
衆
衛
生
専
門
学
校

○
願
書
受
付
：
11
月
27
日（
水
）～

　
　
　
　
　
　

12
月
５
日（
木
）（
消
印
有
効
）

問・■申 

長
野
県
公
衆
衛
生
専
門
学
校　
☎
０
２
６
５–

７
２–

４
７
３
０

長
野
県
公
衆
衛
生
専
門
学
校（
伊
那
市
）

1314



県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.pref.nagano.lg.jp
E

-m
ail koho@

pref.nagano.lg.jp

秋
号 

平
成
25
年
10
月
27
日
発
行　

発
行
元 

長
野
県
広
報
県
民
課　

〒
３
８
０
―８
５
７
０　

長
野
市
南
長
野　

電
話
０
２
６
―２
３
５
―７
０
５
４

配
布
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
株
式
会
社
長
野
県
折
込
広
告
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
２
６
―２
６
８
―４
５
６
６

外貨獲得と近代日本の
国際化に貢献した観光産業

◆
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
大
字
軽
井
沢
１
３
３
９
―３
４
２

◆
重
要
文
化
財 

旧
三
笠
ホ
テ
ル

　
（
☎
０
２
６
７
―４
２
―７
０
７
２
）

旧
三
笠
ホ
テ
ル 
【
軽
井
沢
町
】

1明
治
39
年（
１
９
０
６
年
）５
月
に
開
業
し
た
純

西
洋
式
の
ホ
テ
ル
。多
く
の
外
国
人
の
ほ
か
、明
治
・

大
正
期
の
著
名
人
が
訪
れ
た
こ
と
か
ら「
軽
井
沢

の
鹿
鳴
館
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

松本

R147

R18

R158

R19 R20

R152

長野

佐久
塩尻

1
5

6

7

2

3

4
モノづくりを支えた中部山岳地域の電源開発

◆
木
曽
郡
南
木
曽
町
読
書

◆
南
木
曽
町
観
光
協
会

　（
☎
０
２
６
４
―５
７
―２
０
０
１
）

桃
介
橋　
　
【
南
木
曽
町
】

6電
力
王
と
い
わ
れ
た
福
沢
桃
介
が
読よ

み
か
き書
発
電
所

の
建
設
資
材
運
搬
用
に
架
け
た
橋
。大
正
11
年

（
１
９
２
２
年
）に
完
成
し
た
橋
は
全
長
２
４
７
ｍ
。日

本
最
大
級
の
木
製
つ
り
橋
で
す
。

（
写
真
提
供
：
南
木
曽
町
観
光
協
会
、関
西
電
力
株
式
会
社
）

（
写
真
提
供
：
中
部
電
力
株
式
会
社
）

◆
安
曇
野
市
穂
高
有
明

◆
中
部
電
力
株
式
会
社 

長
野
支
店

（
☎
０
２
６
―２
３
２
―９
０
０
０
）

　
内
部
の
見
学
に
は
、社
員
の
同
行
が
必

要
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮み

や

し

ろ城
第
一水
力
発
電
所

　
　
　
　
　

【
安
曇
野
市
】

7明
治
37
年（
１
９
０
４
年
）９
月
に
当
時
の
安
曇

電
気
株
式
会
社
が
運
転
を
開
始
。安
曇
野
に
初
め

て
電
気
を
と
も
し
た
発
電
所
で
す
。１
号
機
の
水

車
と
発
電
機
は
現
在
日
本
で
運
転
し
て
い
る
も
の

と
し
て
は
一
番
古
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
志
賀
高
原
ホ
テ
ル

　
　
（
志
賀
高
原
歴
史
記
念
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
山
ノ
内
町
】

2

（
写
真
提
供
：
一般
財
団
法
人 

和
合
会
）

◆
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
平
穏

７
１
４
８
―２
０
３

◆
一般
財
団
法
人 

和
合
会

（
☎
０
２
６
９
―３
３
―２
５
９
７
）

日
本
最
初
の
ス
キ
ー
用
本
格
ホ

テ
ル
と
し
て
、ま
た
外
貨
獲
得
の

た
め
の「
国
策
ホ
テ
ル
」と
し
て
昭

和
12
年（
１
９
３
７
年
）に
開
業
。

「
国
策
ホ
テ
ル
」と
し
て
は
県
内
で

唯
一
現
存
す
る
建
物
で
す
。

旅の情報は、

長野県公式観
光ウェブサイ

ト

「さわやか信
州旅.net」

でどうぞ。また
は、

（一社）信州・
長野県観光協

会

☎026-234-
7165へ

お問い合わせ
ください。

さわやか信州
　旅 検索

　
我
が
国
の
産
業
近
代
化
の
過
程
を
物
語
る「
近
代
化

産
業
遺
産
」。県
内
に
も
経
済
産
業
大
臣
が
認
定
し
た

「
近
代
化
産
業
遺
産
」が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幕
末
か
ら
昭
和
初
期
の
遺
産
を
巡
っ
て
先
人
た
ち
の
情

熱
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

近
代
化
産
業
遺
産
を
た
ず
ね
て

日本を支えた近代製糸産業

片
倉
館 　
　
　
　

　
　　
　
　

【
諏
訪
市
】

4

◆
長
野
県
諏
訪
市
湖
岸
通
り

　

４
―１
―９

◆
財
団
法
人 

片
倉
館

　
（
☎
０
２
６
６
―５
２
―０
６
０
４
）

シ
ル
ク
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
称
さ

れ
た
片
倉
財
閥
が
地
域
住
民
の

た
め
に
昭
和
３
年（
１
９
２
８
年
）

に
建
設
。大
理
石
の「
千
人
風

呂
」を
持
つ
日
本
初
の
ク
ア
ハ

ウ
ス
と
し
て
今
も
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
提
供
：
財
団
法
人 

片
倉
館
）

旧
田
尻
製
糸
繭
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
須
坂
市
】

5

◆
須
坂
市
大
字
須
坂
３
８
７
―２

◆
ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

　
（
☎
０
２
６
―２
４
８
―６
２
２
５
）

大
正
７
年（
１
９
１
８
年
）に
創

業
し
た
田
尻
製
糸
の
繭
蔵
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
土
蔵
造
り
３

階
建
て
の
建
物
。現
在
は
養
蚕・

製
糸
業
の
繁
栄
を
伝
え
る
資
料

館
と
し
て
、ま
た
観
光
客
の
休
憩

所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
提
供
：
須
坂
市
）

◆
上
田
市
常
田
１
―１
０
―３

◆
笠
原
工
業
株
式
会
社

　
（
☎
０
２
６
８
―２
２
―１
２
３
０
）

　

繭
の
乾
燥
・
保
管
の
た
め
の
生

繭
倉
庫
と
し
て
明
治
38
年（
１
９

０
５
年
）に
建
築
。国
内
で
は
唯

一
の
木
造
５
階
建
繭
倉
で
す
。

（
写
真
提
供
：
笠
原
工
業
株
式
会
社
）

笠
原
工
業
株
式
会
社

　
　

　
　

５
階
繭
倉
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

【
上
田
市
】

3
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